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論文内容の要旨
本論文は超硬切削工具の信頼性向上にとっての関門である初期欠損に関する研究をまとめたもので，
7 章より構成されている。
第 1 章では，工具欠損に関する従来の研究を概観し，その問題点を明らかにする一方，本研究の意
義と特徴を述べている D
第 2 章では，切削工具の初期欠損形態の観察結果と欠損現象を把握する上で必須な技術について述
べている。とくに 工具の欠損検出法 工具の接触離脱様式を制御した被削材形状，高速度カメラ
を用いた切削過渡段階の観察，ならびに切削温度の測定法に本研究で用いた技術の特徴がある。
第 3 章では，切削条件と初期欠損の関係について調べ，初期欠損の発生限界を切削速度 (v) と送り
(f) ，切削温度 (T) とすくい面平均垂直応力 (σ) のそれぞれの関係線図上で明瞭に示しうることを明ら
らかにしている。また， T-σ線図は， 工具固有のものであることを見いだし，欠損の可能性の判定
に有効であることを提案している。
第 4 章では，工具内の応力解析により初期欠損の原因解明を行っている。本章で用いた界面応力分
布モデルは，高速度カメラによる切りくず生成状況，アコースティックエミッションを用いた欠損検
出をもとにして設定したものであることが特徴で，本解析によって，界面での摩察力の方向と大きさ
が欠損にとって，とくに重要であることを明らかにしている。
第 5 章では，第 4 章での解析をもとに，耐初期欠損性に優れた工具材料として，高温特性ならびに
摩擦特性に優れた窒化物含有TiC基超硬合金， TiN/TiC 被覆超硬合金を開発し，その性能を明らか
にしている。
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第 6 章では，多くの実用条件下での欠損の有無を調べ，これが先に提案したTーσ線図と極めて良
く対応することを示し，この線図が適合材種の診断に実用上有効であることを実証している。
第 7 章では，本研究によって得られた主な成果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
切削加工システムの信頼性を大きくそこなうものの一つは工具の突発的欠損である。なかでも使用
開始後短時間内に起る初期欠損は，加工技術の中で大きな問題となりながら統一的理解が著るしく欠
けている問題である。
本研究は，鋼用超硬切削工具における初期欠損現象を，たん念な実験によってその発生条件を明確
にし，あわせて行った理論解析をもとにして，欠損を起こしにくい工具を開発し，かつ各種実用切削
加工に研究結果を適用して，その有効性を確かめたものである。特に，欠損発生の限界を切削速度と
送りの関係線図として示したこと，切削温度T と切削圧力 σを用いて工具材料固有の欠損限界曲線
(T 一σ 線図)を提案したこと，工具内部の応力解析にもとづき界面での摩擦特性のすぐれた工具材
料の必要性を指摘し，これにそって TiN/TiC被覆の耐欠損性超硬工具を開発したこと，さらにT-σ
線図の妥当性を多くの実用切削について確かめたことなどが注目される。
以上のように本論文は工具損耗現象において盲点、の一つであった初期欠損に関し，学術的にも，ま
た実用的にも有用な多くの新知見を得ており切削工学の発展に寄与するところが大きしh よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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